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今週のキーワード

非侵襲診断
センサー技術が医療を変革する

11
件

記事総数

5
カ国

対象国

原子レベル
解析

新薬開発

グラフェン
単層

ウイルス検出

今週の全11記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
涙液ワイヤレスセンサ
ー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
ワシントン大学が涙液を継続モニタリングする微小ワ
イヤレスバイオセンサーを開発、個別化医療に貢献。

#02 子宮内膜症スキャン 技術発表
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
英国で子宮内膜症の診断時間を短縮する新たなスキャ
ン技術が開発中、早期治療介入に期待。

#03
因果AIプラットフォー
ム

企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
BullFrog AIが因果AIプラットフォーム「bfLEAP™」
を発表、予測診断と個別化医療を強化。

#04 ウェアラブル超高感度 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
釜慶大学がウェアラブル向け超高感度センサー技術を
開発、精密ヘルスケアやロボットセンサーに応用。

#05 非侵襲血糖DES 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●

東京大学が非侵襲血糖モニタリング用誘電体装荷高透
過電磁波センサー（DES）を発表、糖尿病患者の負担
軽減へ。

#06 スマートドレッシング 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

KAISTが糖尿病性潰瘍のリアルタイム診断を可能にす
るバッテリーレススマートドレッシングパッチを開発
。

#07 子宮内膜症高感度診断 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

台湾大学が銅ナノクラスターと二重増幅戦略で子宮内
膜症バイオマーカーを高感度検出するプラットフォー
ム開発。

#08
グラフェンウイルス検
出

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

豊橋技科大と産総研がグラフェン単層振動でウイルス
質量・個数を同時検出するIoTバイオセンサーを開発
。

#09 キメラアプタマー 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
千葉工業大学がRNAとDNAキメラアプタマーによる分
子認識調節を発見、バイオセンサー開発の新基盤に。

#10 ナノポアセンサー 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
韓国生命工学研究院がタンパク質-薬物結合を原子レ
ベルで解析する超精密ナノポアセンサーを開発。

#11 培地品質ケミカルタン 技術発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

産総研が機械学習と蛍光ポリマーで培地の品質を評価
する「ケミカルタン」センサーを開発、バイオものづ
くりを革新。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 非侵襲診断技術の進展は、あなたの製品設計をどう変えるか？
東京大学の非侵襲血糖センサー（#05）やワシントン大学の涙液センサー（#01）は、患者負担を大幅に軽減し、連続モ
ニタリングを可能にする。既存の医療機器や診断薬メーカーは、この非侵襲化トレンドにどう対応し、自社の製品ポート
フォリオを再構築すべきか？

❷ 日本発の革新技術は、グローバル市場で競争優位を確立できるか？
豊橋技科大・産総研のグラフェンウイルスセンサー（#08）や千葉工大のキメラアプタマー（#09）など、日本から学術
的ブレークスルーが相次いでいる。これらの基礎研究レベルの成果を、いかに迅速に実用化し、国際的な製品・サービス
として展開していくか、戦略は明確か？

❸ AIと多機能センサーの融合は、あなたのビジネスモデルを破壊するか？
BullFrog AIの因果AIプラットフォーム（#03）やKAISTのスマートドレッシング（#06）、産総研のケミカルタンセンサ
ー（#11）は、データ解析と多機能センシングを組み合わせ、診断・管理のあり方を根本から変えようとしている。単一
機能のセンサーや診断薬に依存する企業は、この複合技術トレンドへの対応を急ぐべきではないか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

非侵襲血糖感染症診断培地品質管理

糖尿病潰瘍
新薬開発加速分子認識基盤 連続生体モニタ

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 非侵襲血糖 注意 糖尿病市場参入 既存製品の陳腐化

● 感染症診断 注意 家庭用診断市場 既存検査法の代替

● 培地品質管理 機会大 バイオ生産効率化 品質管理の高度化

● 糖尿病潰瘍 機会大 遠隔医療デバイス 競合の先行開発

● 新薬開発加速 注意 創薬プロセス革新 分析技術の遅れ

● 分子認識基盤 機会大 次世代材料開発 基礎研究の競争激化

● 連続生体モニタ 注意 予防医療市場拡大 デバイス小型化競争
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深掘り ① ― バイオものづくり革新：培地品質評価
#11 | 2026/05/13 | 国立研究開発法人産業技術総合研究所 (AIST) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

産総研は、複数の蛍光ポリマーと機械学習を組み合わせた「ケミカルタン」センサーを開発し、バイオものづくりにお
ける培地や培養補助剤の品質を評価する新技術を発表した。このセンサーは、培地成分の微細な違いや劣化状態を蛍光
パターンとして高精度に識別可能で、培養トラブルを未然に防ぎ、医薬品や再生医療製品の品質向上に貢献する。

特に、凝集誘起発光（AIE）特性を持つポリマーを導入することで、溶液中の分子状態の変化を感度良く検出。培地全
体の「化学的指紋」を機械学習で解析し、迅速かつ簡便な品質評価を実現する。これにより、ロット間のばらつきや経
時変化の検出が容易になり、製造現場でのリアルタイム品質管理システムとしての応用が期待される。

▶ 技術者の視点

この技術は、バイオ医薬品や再生医療製品の製造において、これまでブラックボックス化されがちだっ
た培地品質管理に光を当てる画期的なアプローチです。複数の蛍光ポリマーと機械学習の組み合わせは
、個別の成分分析では見落とされがちな培地全体の微妙な変化を捉える点で非常に有効でしょう。提示
された「高精度に識別」という定性的な表現に対し、具体的な識別精度（例：誤検出率、検出限界）や
、どの程度のロット差・経時変化を識別できるのかの定量データが待たれます。実用化に向けた課題は
、多様な培地や細胞株への汎用性の検証、そして製造現場での耐久性やコスト効率の確保です。 【機会
】日本の材料メーカーは、この蛍光ポリマーやセンサー基板の開発で貢献できる。また、日本の製薬・
再生医療企業は、この技術を導入することで生産効率と製品品質を大幅に向上させ、国際競争力を強化
できるでしょう。 【脅威】もしこの技術を導入しない場合、品質管理の遅れが製品の安定供給や承認プ
ロセスに影響し、競合他社に遅れを取る可能性があります。特に、海外のバイオ製造企業が先行導入す
れば、日本の競争力低下に直結します。 【次のアクション】R&D;部門は、この技術の詳細を調査し、
自社の培地・培養補助剤の品質管理への適用可能性を評価すること。経営企画部門は、バイオものづく
りにおける品質管理の国際標準化動向を注視し、本技術の戦略的導入を検討すべきです。期間は短期（
1ヶ月）で初期調査を完了し、中長期（四半期〜）でパイロット導入を計画すべきでしょう。

深掘り ② ― グラフェンでウイルス質量・個数を同時検出
#08 | 2026/05/15 | 電波新聞 | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

豊橋技術科学大学と産総研は、半導体MEMS技術を用いたグラフェンナノセンサーを開発。グラフェン膜の原子単層振
動を利用し、吸着したウイルスの総質量と粒子個数を同時に高感度で計測できる。唾液中の夾雑物の影響を受けずに新
型コロナウイルスを特異的に検出することに成功し、家庭での感染症診断や遠隔医療への応用が期待される。

このセンサーは、振動周波数変化と振動振幅変化（または電気抵抗変化）のマルチモーダル検出により、ゼプトグラム
レベルの質量検出と夾雑物との識別を可能にした。数ミリ角の小型チップで構成され、IoTバイオセンサーとしての普
及が視野に入る。感染症パンデミック時の迅速・正確な診断に貢献する可能性を秘める。



バイオセンサー Weekly Intelligence Report | 2026-05-16 | Page 4

▶ 技術者の視点

グラフェン単層振動によるウイルス質量・個数同時検出は、非標識型バイオセンサーにおけるブレーク
スルーであり、学術的価値は極めて高いです。特に、唾液中の夾雑物の影響を排除できる点は、実用化
において大きなアドバンテージとなります。ゼプトグラムレベルの質量検出能力は驚異的ですが、実際
の臨床サンプルにおける検出感度、特異性、再現性に関する詳細なデータがさらに求められます。また
、MEMS技術の活用は量産化への道を開きますが、製造コスト、長期安定性、そして家庭での使用にお
ける簡便性・堅牢性の確保が今後の課題です。 【機会】日本の半導体・MEMSメーカーは、このセンサ
ーの製造技術で世界をリードするチャンスがある。また、医療機器メーカーやヘルスケアIT企業は、こ
の技術を組み込んだ次世代の家庭用診断デバイスや遠隔医療プラットフォームを開発できるでしょう。 
【脅威】もしこの技術の実用化が海外企業に先行された場合、日本の診断市場やヘルスケア産業におけ
る競争力を失う可能性があります。特に、パンデミック対応において、国産技術の遅れは国家安全保障
上のリスクにもなり得ます。 【次のアクション】R&D;部門は、グラフェン材料の安定供給とMEMS製
造プロセスの最適化に関する情報収集を強化し、共同研究やライセンス契約の可能性を探るべきです。
経営企画部門は、家庭用IoTバイオセンサー市場の動向を分析し、本技術を組み込んだ製品の事業化戦
略を検討すべきです。即時（今週中）に技術動向を共有し、短期（1ヶ月）で具体的なパートナーシッ
プの可能性を検討すべきです。
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深掘り ③ ― 非侵襲血糖モニタリング用DESセンサー
#05 | 2026/05/08 | 電子情報通信学会 (IEICE) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

東京大学の研究チームは、非侵襲的に血糖値を測定できる誘電体装荷高透過電磁波センサー（DES）を発表した。この
技術は、皮膚を穿刺することなく血糖レベルを測定できるため、糖尿病患者の身体的・精神的負担を軽減し、モニタリ
ングの順守率向上に貢献する。電磁波を利用した新しい検出メカニズムが特徴で、精度と使いやすさの面で既存技術を
上回る可能性を秘めている。

DESは、誘電体材料の特性を活用し、皮膚組織を透過する電磁波の周波数や位相の変化から血糖濃度を推定する。高透
過性と誘電体装荷により信号ロスを最小限に抑え、高感度かつ安定した測定を目指す。将来的には、校正不要で長期間
安定して使用できる連続血糖モニタリング（CGM）デバイスの基盤となることが期待される。

▶ 技術者の視点

非侵襲血糖モニタリングは、糖尿病患者のQOL向上と医療費削減に直結する、長年の夢の技術です。東
京大学のDESは、電磁波というアプローチで、既存の非侵襲技術（例：光学式、マイクロニードル）と
は異なる可能性を示しています。特に、高透過性と誘電体装荷による信号安定化は、測定精度向上に寄
与するでしょう。しかし、電磁波の生体組織への影響、個人差による測定誤差、そして小型化・低コス
ト化の実現が実用化への大きなハードルとなります。臨床検証における精度（MARD値など）や、長期
間の安定性に関する具体的なデータが待たれます。 【機会】日本の電子部品メーカーや材料メーカーは
、誘電体材料や高周波回路技術でこのセンサー開発に貢献できる。医療機器メーカーは、この技術を組
み込んだ次世代のCGMデバイスで世界市場をリードするチャンスがあります。 【脅威】非侵襲血糖モニ
タリングは世界中で激しい開発競争が行われており、海外の巨大企業やスタートアップが先行して実用
化した場合、日本の技術が市場を奪われる可能性があります。特に、精度とコストの両面で優位性を確
立できなければ、市場参入は困難です。 【次のアクション】R&D;部門は、電磁波センサーの基礎研究
動向を継続的に追跡し、自社の高周波技術や材料技術との融合可能性を検討すべきです。半導体PKG部
門は、小型化・低コスト化に向けたパッケージング技術の検討を開始すべきです。即時（今週中）に技
術動向を共有し、短期（1ヶ月）で関連技術のベンチマーク調査を行うべきです。

その他の注目記事
糖尿病性潰瘍のリアルタイム診断を可能にするスマートドレッシングパッチ (KAIST)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

NFC技術と多項目センサーを統合したバッテリーレスパッチは、糖尿病性潰瘍の遠隔管理を革新し、医療費削減と患者
QOL向上に貢献する。材料メーカーは機能性ナノファイバーや柔軟基板で貢献可能。

RNAとDNAキメラアプタマーによる分子認識調節の発見：バイオセンサー・分子標的薬開発へ新基盤 (千葉工業大学)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

RNAとDNAの組み合わせでアプタマーの分子認識を制御する基礎的発見は、高機能バイオセンサーや分子標的薬開発の
新たな設計指針となる。日本の材料・製薬企業は、この基盤技術の応用可能性を早期に探るべき。

韓国生命工学研究院、タンパク質-薬物結合を原子レベルで解析する超精密ナノポアセンサーを開発 (電子新聞 (韓国))
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

質量差わずか2.5ダルトンの薬物も識別可能なナノポアセンサーは、新薬開発のスクリーニング効率を劇的に向上させ
る。日本の製薬・バイオベンチャーは、この分析技術の導入または共同開発を検討し、創薬競争力を高めるべき。

BullFrog AI、因果AIプラットフォーム「bfLEAP™」でヘルスケアを変革 (Bioscience and Healthcare Conference Linkin Science)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

因果AIによる予測診断と個別化医療は、従来の相関分析を超える深い洞察を提供。日本の医療IT企業や製薬企業は、こ
のAIプラットフォームとの連携や自社開発を検討し、データ駆動型医療への転換を加速すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】深掘り記事（#05, #08,
#11）の原典論文・発表資料を入手し、技術詳細と定量データを精査。自社技術との関連性を評価。

• 【経営企画】非侵襲診断、家庭用IoTバイオセンサー、バイオものづくり品質管理の市場動向に関する緊急調査
を開始。競合他社の動向も併せて確認。

• 【調達】グラフェン、蛍光ポリマー、誘電体材料など、関連する新規材料サプライヤーの探索を開始。特に日本
国内の研究機関との連携可能性を調査。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】非侵襲血糖モニタリング（#05）とグラフェンウイルスセンサー（#08）について、自社での要素技
術開発または共同研究の可能性を具体的に検討。特に、MEMS技術や高周波技術を持つ部門は連携を強化。

• 【半導体PKG】非侵襲センサーの小型化・低コスト化に向けたパッケージング技術のロードマップを策定。特に
、ワイヤレス給電や多機能集積化の課題を洗い出す。

• 【EV設計】車載ヘルスケアモニタリングへの応用可能性を検討。連続生体モニタリング（#01）や超高感度セ
ンサー（#04）が将来的に車内環境でどう活用できるか、コンセプトスタディを実施。

• 【経営企画】因果AIプラットフォーム（#03）やナノポアセンサー（#10）など、AIと精密分析技術の融合が
もたらす医療・製薬分野のビジネスモデル変革について、専門家を招いたワークショップを開催。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】キメラアプタマー（#09）のような基礎研究レベルのブレークスルーについて、中長期的な材料開発
戦略に組み込む。次世代バイオセンサーや分子標的薬のシーズ探索を強化。

• 【経営企画】バイオものづくり品質評価（#11）技術の導入を視野に入れた、生産ラインのスマート化・自動化
投資計画を立案。規制当局との連携も視野に入れる。

• 【全社】非侵襲・連続モニタリング技術の進展を見据え、既存の診断薬・医療機器事業の再定義と、予防医療・
個別化医療市場への参入戦略を具体化。M&A;や戦略的提携も選択肢に含める。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-16
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連続涙液モニタリング用微小ワイヤレスバイオセンサーの
開発

概要

ワシントン大学の研究チームは、涙液を継続的にモニタリングできる微小なワイヤレ

スバイオセンサーを開発している。このセンサーはドライアイ治療に用いられるプラ
グのように涙管内に挿入され、約6ヶ月間留置可能。従来の血液検査のような単一時点

での生体情報ではなく、疾患指標の連続的なデータ提供を目指しており、早期発見や
個別化医療に貢献することが期待される。

公開日 2026年05月08日  University of Washington-Seattle Campus (College Raptor経由)  アメ
リカ



詳細

背景と開発動機

従来の診断手法である血液検査は、特定の時点のスナップショットしか提供できず、生
体内の動的な変化を捉えるには限界がありました。特に、慢性疾患の管理や早期発見に
おいては、より連続的かつ非侵襲的なモニタリングが求められています。ワシントン大
学のシェン教授率いる研究チームは、この課題を解決するため、涙液に着目した微小ワ
イヤレスバイオセンサーの開発を進めています。

主要な技術と成果

開発中のバイオセンサーは、そのサイズと機能性が特徴です。ドライアイ治療用の涙管
プラグと類似した方法で涙管内に挿入されることを想定しており、患者への負担が少な
く、約6ヶ月間という長期間の留置が可能です。このセンサーは、涙液中に存在する
様々な疾患マーカーを継続的に測定することで、リアルタイムな健康状態の把握を可能
にします。現在の研究では、センサーの耐久性と生体適合性の向上、および涙液中の微
量バイオマーカーの検出精度を高めることに重点が置かれています。

臨床的価値と今後の展望

この微小ワイヤレスバイオセンサーは、診断分野に革命をもたらす可能性を秘めていま
す。例えば、糖尿病患者の血糖値や、特定の炎症性疾患のマーカーなど、多様な生体情
報を継続的に監視することで、疾患の早期発見、病状の進行予測、そして治療効果のリ
アルタイム評価が可能になります。これにより、個々の患者に最適化された「個別化医
療」の実現に大きく貢献することが期待されます。将来的には、より広範なバイオマー
カーに対応できるよう機能拡張が進められ、予防医療や健康管理の新たなプラットフォ
ームとしての確立が目指されています。

元記事: https://www.collegeraptor.com/colleges/social-media/University-of-Washington-Seattle-

Campus-WA--236948

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.collegeraptor.com/colleges/social-media/University-of-Washington-Seattle-Campus-WA--236948
https://www.collegeraptor.com/colleges/social-media/University-of-Washington-Seattle-Campus-WA--236948


子宮内膜症診断を革新する新たなスキャン技術

概要

英国の科学者たちが、子宮内膜症の診断時間を大幅に短縮する新たなスキャン技術を
開発している。この技術は、従来のスキャンでは見落とされがちな病変部位を特定す

ることを目的としており、より正確で迅速な診断を可能にする。これにより、長年の
苦痛を強いられる患者の早期治療介入と生活の質の向上に繋がると期待される。

公開日 2026年05月14日  Slack and Gassy presents Shitty BBC  イギリス



詳細

診断の現状と課題

子宮内膜症は、多くの女性が診断までに数年もの時間を要し、その間、重度の痛みや不
妊に苦しむことが多い疾患です。現在の診断法では、しばしば病変が見落とされたり、
確定診断に至るまでに複数の検査が必要となったりすることが課題とされてきました。
この長い診断期間は、患者の心身に大きな負担をかけ、適切な治療の開始を遅らせる原
因となっています。

新しいスキャン技術の概要

英国の研究者チームが開発しているこの革新的なスキャン技術は、子宮内膜症の病変組
織を従来の画像診断よりも高い精度で特定することを可能にします。この技術は、子宮
内膜症特有の微細な変化や、これまで検出が困難であった深部病変を捉える能力に優れ
ていると報じられています。具体的な検出原理や技術的な詳細はまだ限定的ですが、非
侵襲的または低侵襲的なアプローチが期待されています。

臨床的意義と社会的影響

この新しいスキャン技術の実用化は、子宮内膜症の診断プロセスに劇的な変化をもたら
すでしょう。診断の迅速化と精度向上は、患者の苦痛を軽減し、より早期に適切な治療
を開始できることを意味します。これにより、病状の進行を抑制し、長期的な予後を改
善するだけでなく、女性の生活の質を大幅に向上させることが可能です。医療資源の効
率化にも寄与し、女性の健康における未充足のニーズに応える重要な進歩となるでしょ
う。

元記事: https://www.slackandgassy.com/

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.slackandgassy.com/


BullFrog AI、因果AIプラットフォーム「bfLEAP™」でヘ
ルスケアを変革

概要

BullFrog AIの最高科学責任者であるトム・チッテンデン博士は、因果AIと科学的機械
学習を統合した「bfLEAP™」プラットフォームの開発を主導している。このプラット
フォームは、予測診断と個別化された健康管理のための革新的なソリューションを提

供することを目指しており、従来の相関分析を超えて健康状態や治療反応の根本原因
を特定することを可能にする。高度なAIを活用することで、BullFrog AIは臨床意思決
定支援と遠隔患者モニタリングを強化し、より正確で効果的なヘルスケア介入を実現

しようとしている。

公開日 2026年05月15日  Bioscience and Healthcare Conference Linkin Science  アメリカ



詳細

背景と開発動機

現代の医療データ解析では、大量のデータから相関関係を見出すことは可能ですが、そ
れらの事象間の因果関係を特定することは依然として困難です。しかし、真に個別化さ
れた治療や予測診断を実現するためには、疾患の根本原因や治療効果のメカニズムを深
く理解することが不可欠です。BullFrog AIは、この課題に対し、因果AIという新しいア
プローチで挑んでいます。

主要な技術と成果

BullFrog AIが開発する「bfLEAP™」プラットフォームは、因果AIと科学的機械学習を統
合した独自の技術基盤を持っています。このプラットフォームは、膨大な生物学的デー
タ、臨床データ、およびセンサーデータから、単なる統計的相関ではなく、イベント間
の直接的な因果関係をモデル化することを目的としています。これにより、特定の治療
法がなぜ特定の患者に効果があるのか、あるいは疾患がどのように進行するのかといっ
た、より深い洞察を得ることが可能になります。プラットフォームは、高精度な予測診
断、薬物応答の個別化、および疾患進行の早期予測に応用されることが期待されていま
す。

臨床的価値と今後の展望

bfLEAP™プラットフォームは、臨床意思決定支援システムや遠隔患者モニタリングにお
いて、その価値を最大限に発揮します。医師は、より根拠に基づいた診断を下し、患者
ごとに最適な治療計画を立案できるようになります。また、ウェアラブルデバイスやバ
イオセンサーから得られるリアルタイムデータを因果AIで解析することで、患者の健康
状態の変化を早期に検知し、タイムリーな介入が可能になります。これにより、医療の
質の向上、治療コストの削減、患者のQOL向上に大きく貢献することが期待されます。
将来的には、新薬開発における標的同定や、複合的な疾患メカニズムの解明にも応用範
囲が広がると見込まれています。

元記事: https://bioscience.linkinscience.com/

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioscience.linkinscience.com/


釜慶大学、ウェアラブル向け超高感度センサー技術を開発

概要

釜慶大学のキム・ジョンヒョン教授の研究チームが、ウェアラブルデバイスや精密ヘ
ルスケア、次世代ロボットセンサーに応用可能な超高感度センサー技術を発表した。

この技術は、リアルタイムでの生体データ収集と解析において極めて高精度かつ応答
性の高いセンシングを可能にする。これにより、生理的パラメータのより詳細で信頼
性の高いモニタリングが実現し、慢性疾患管理や予防的健康介入の進展に貢献すると

期待される。

公開日 2026年05月08日  Pukyong National University  韓国



詳細

背景と技術的課題

現代のヘルスケアにおいて、ウェアラブルデバイスによる生体モニタリングの需要は高
まっていますが、その精度と信頼性にはまだ改善の余地があります。特に、微量のバイ
オマーカーを正確に検出したり、身体の微細な生理的変化をリアルタイムで捉えたりす
るためには、極めて高い感度と安定性を持つセンサー技術が不可欠です。釜慶大学の研
究チームは、この技術的障壁を乗り越えることを目指しました。

主要な技術と成果

キム・ジョンヒョン教授の研究チームが開発した超高感度センサー技術は、既存のセン
サーに比べて検出限界を大幅に向上させ、信号対雑音比（SNR）を最適化することに成
功しました。これにより、極めて微量なバイオマーカーや、病気の初期段階を示すわず
かな生理的変化でも確実に検出することが可能となります。このセンサーは、柔軟な基
板への統合も容易であり、快適な装着感と長期間の安定したモニタリングを両立できる
ウェアラブルデバイスへの応用が特に期待されています。研究成果は国際的な学術誌に
掲載される予定であり、その科学的インパクトも大きいとされています。

産業応用と今後の展望

この超高感度センサー技術は、ウェアラブルヘルスケアデバイス、精密医療モニタリン
グ、および次世代ロボットセンサーなど、多岐にわたる分野での応用が期待されます。
特に、慢性疾患患者の継続的な状態管理、早期疾患診断、そして予防医療の分野におい
て、より質の高いデータを提供することで、患者のQOL向上と医療費削減に貢献するで
しょう。開発段階は応用研究から試作品製作へと進んでおり、医療およびコンシューマ
ーヘルス分野での産業化に向けた明確な可能性を秘めています。今後は、さらなる小型
化、多項目同時検出機能の統合、および実用化に向けた臨床検証が焦点となるでしょ
う。

元記事: https://www.pknu.ac.kr/main.do

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pknu.ac.kr/main.do


東京大学、非侵襲血糖モニタリング用誘電体装荷高透過電
磁波センサー（DES）を発表

概要

東京大学の研究チームは、非侵襲的に血糖値を測定できる誘電体装荷高透過電磁波セ
ンサー（DES）を発表した。この技術は、皮膚を穿刺することなく血糖レベルを測定
できるため、糖尿病患者の負担を軽減し、モニタリングの順守率向上に貢献する。電

磁波を利用した新しい検出メカニズムが特徴で、精度と使いやすさの面で既存技術を
上回る可能性を秘めている。

公開日 2026年05月08日  電子情報通信学会 (IEICE)  日本



詳細

背景と非侵襲血糖測定の重要性

糖尿病患者にとって、血糖値の日常的なモニタリングは不可欠ですが、従来の採血によ
る測定は患者に身体的・精神的な負担を与えています。この負担を軽減し、より多くの
患者が継続的に血糖管理を行えるようにするため、非侵襲的な血糖測定技術の開発が世
界中で強く求められています。東京大学の研究チームは、このニーズに応える新しいア
プローチを提案しました。

誘電体装荷高透過電磁波センサー（DES）の技術概要

東京大学の張炳毅氏、夏秋亮氏、廣瀬哲也氏らが発表した誘電体装荷高透過電磁波セン
サー（DES）は、電磁波を用いて非侵襲的に血糖値を測定する画期的な技術です。この
センサーは、誘電体材料の特性を活用し、皮膚組織を透過する電磁波の周波数や位相の
変化から血糖濃度を推定します。既存の非侵襲技術と比較して、より高感度かつ安定し
た測定が期待され、特に高透過性と誘電体装荷により信号のロスを最小限に抑えつつ、
精度の高いデータ取得を目指しています。

臨床的価値と今後の展望

DES技術は、糖尿病患者の日常生活に大きな改善をもたらす可能性を秘めています。非
侵襲的なため、痛みを伴う採血が不要となり、患者のモニタリングへの順守率が向上
し、結果として良好な血糖コントロールに繋がるでしょう。さらに、この技術は連続血
糖モニタリング（CGM）への応用も視野に入れられており、将来的には校正不要で長期
間安定して使用できる次世代の血糖測定デバイスの基盤となることが期待されます。開
発は応用研究段階にあり、さらなる臨床検証と小型化・低コスト化が今後の課題となり
ますが、その実現は糖尿病管理の未来を大きく変える可能性を秘めています。

元記事: https://ken.ieice.org/ken/search/index.php?

instsoc=IEICE&tgid=&year=41&region=0&schkey=&sch1=1&pskey=&ps1=1&ps2=1&ps3=1&ps4=1&ps5=1

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ken.ieice.org/ken/search/index.php?instsoc=IEICE&tgid=&year=41&region=0&schkey=&sch1=1&pskey=&ps1=1&ps2=1&ps3=1&ps4=1&ps5=1&search_mode=form&pnum=0&psize=7&psort=4&layout=&lang=jpn
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糖尿病性潰瘍のリアルタイム診断を可能にするスマートド
レッシングパッチ

概要

KAISTの研究チームは、糖尿病性潰瘍のリアルタイム診断と継続管理を可能にするスマ
ートドレッシングパッチを開発した。このパッチは、光電センサー、機能性ナノファ
イバー、NFC技術を統合し、創傷部位のグルコース濃度、pH、温度をバッテリーレス

で同時に測定できる。スマートフォン連携により、患者は自宅で非侵襲的に創傷状態
を管理でき、重篤な合併症の予防に貢献する。

公開日 2026年05月14日  KAIST (韓国科学技術院)  韓国



詳細

糖尿病性潰瘍管理の現状と課題

糖尿病患者にとって、糖尿病性潰瘍は重篤な合併症であり、早期発見と継続的な管理が
不可欠です。しかし、現在の創傷管理はしばしば定期的な医療機関への受診を必要と
し、患者にとっては時間的・経済的な負担が大きいのが実情です。また、創傷の状態変
化をリアルタイムで把握することが難しく、適切なタイミングでの介入が遅れること
が、組織壊死などの重篤化に繋がるリスクを高めていました。

KAISTが開発したスマートドレッシングパッチの技術

韓国科学技術院（KAIST）の研究チームは、この課題を解決するため、革新的なスマー
トドレッシングパッチを開発しました。このパッチは、以下の要素技術を統合していま
す。

光電センサーと機能性ナノファイバー：創傷部位の間質液に含まれるグルコース濃
度、pHレベル、および温度を同時に高精度で測定します。

NFC（Near Field Communication）技術：外部のバッテリーを必要とせず、スマー
トフォンなどのNFCリーダーからの電磁誘導により電力を供給され、測定データをワ
イヤレスで送受信します。これにより、パッチの軽量化とバッテリー交換不要な運用
を実現しています。

研究成果は2026年3月26日に国際ジャーナル「Advanced Functional Materials」のフロ
ントカバー記事として掲載され、その独創性が高く評価されています。



臨床的価値と今後の展望

このスマートドレッシングパッチは、糖尿病性潰瘍の患者にとって極めて高い臨床的価
値をもたらします。患者は自宅で、非侵襲的に、かつ継続的に創傷の状態を自己管理で
きるようになり、異常が発生した際には早期に医師の診察を受けることが可能になりま
す。これにより、不必要な医療機関への訪問を減らし、医療費の削減にも貢献します。
さらに、リアルタイムデータは医師がよりパーソナライズされた治療計画を立案する上
で役立ち、組織壊死などの重篤な合併症の予防に繋がり、患者の生活の質を向上させま
す。今後は、さらなる臨床検証と量産化プロセスの確立、および規制承認の取得が主要
な課題となりますが、将来的には糖尿病以外の慢性疾患の診断・管理技術への応用も期
待されています。

元記事: https://en.sedaily.com/society/2026/05/14/smart-dressing-patch-enables-real-time-diagnosis-of

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.sedaily.com/society/2026/05/14/smart-dressing-patch-enables-real-time-diagnosis-of


銅ナノクラスターと二重増幅戦略による子宮内膜症の高感
度診断

概要

台湾大学の研究チームは、子宮内膜症バイオマーカーであるmiR-199a-5pを血清サン
プルから高感度かつ特異的に検出する蛍光バイオセンシングプラットフォームを開発
した。このプラットフォームは、銅ナノクラスター（CuNCs）と二重等温増幅戦略

（EDC）を組み合わせ、磁気ビーズを利用して検出効率を高めている。単一塩基ミス
マッチも識別可能な高い特異性を持つ、迅速・低コスト・ラベルフリーの診断技術と
して期待される。

公開日 2026年05月14日  ACS Publications, Analytical Chemistry  台湾



詳細

子宮内膜症の診断課題とバイオマーカー研究の重要性

子宮内膜症は、多くの女性に影響を与える慢性の炎症性疾患であり、その診断には依然
として数年かかることが多く、患者に多大な身体的・精神的負担をかけています。現在
の診断方法は侵襲的であることが多く、非侵襲的で高感度な早期診断法の開発が強く望
まれています。特に、血液中の微量なマイクロRNA (miRNA) などのバイオマーカーを正
確に検出する技術は、早期介入に不可欠です。

銅ナノクラスターと二重増幅戦略の融合

台湾大学の研究チームは、子宮内膜症のバイオマーカーであるmiR-199a-5pを血清サン
プルから検出するための革新的な蛍光バイオセンシングプラットフォームを開発しまし
た。この技術の核心は、以下の二つの要素にあります。

銅ナノクラスター (CuNCs) の利用：CuNCsは、固有の蛍光特性を持ち、特定の核酸
配列に結合することでその蛍光強度を変化させる能力があります。これにより、標的
分子の存在を光学的に検出するプローブとして機能します。

デュアル等温増幅戦略 (Entropy-driven circuit, EDC) の統合：この戦略は、標的
miRNAがごく少量であっても、効率的に検出信号を増幅させることができます。磁
気ビーズを利用することで、複雑な血清サンプルから標的miRNAを効率的に分離
し、増幅反応の効率をさらに高めています。

このプラットフォームは、単一塩基ミスマッチを識別できる極めて高い特異性を示し、
複雑な生体サンプル中でも堅牢な性能を維持することが確認されています。

臨床応用と今後の展望

この新しい診断プラットフォームは、子宮内膜症の早期診断と治療効果のモニタリング
に大きな可能性を秘めています。迅速性、低コスト、ラベルフリーという特徴は、
POCT（Point-of-Care Testing）デバイスへの応用を可能にし、よりアクセスしやすく、
患者負担の少ない診断ツールとなることが期待されます。早期診断により、病気の進行
を遅らせ、痛みを軽減し、不妊などの合併症のリスクを低減することができます。今後
は、大規模な臨床検証を通じてその有効性をさらに確固たるものにし、最終的には実用
的なPOCTデバイスとしての普及を目指すことが課題となります。



元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c00532

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c00532


グラフェン単層振動でウイルス質量・個数を同時検出：豊
橋技科大と産総研がIoTバイオセンサー実現へ

概要

豊橋技術科学大学と産業技術総合研究所の共同研究チームは、半導体MEMS技術を用
いたグラフェンナノセンサーを開発した。このセンサーは、グラフェン膜の原子単層
振動を利用し、吸着したウイルスの総質量と粒子個数を同時に高感度で計測できる。

唾液中の夾雑物の影響を受けずに新型コロナウイルスを特異的に検出することに成功
し、家庭での感染症診断や遠隔医療への応用が期待される。

公開日 2026年05月15日  電波新聞  日本



詳細

背景と従来のウイルス検出技術の課題

感染症のパンデミック時には、迅速かつ正確なウイルス検出技術が不可欠ですが、従来
の非標識型バイオセンサーでは、唾液などの複雑な生体サンプルに含まれる多数の夾雑
物タンパク質が原因で、ターゲットウイルスとの識別が困難でした。これが誤検知や診
断の遅れに繋がり、公衆衛生上の大きな課題となっていました。豊橋技術科学大学と産
業技術総合研究所（AIST）の共同研究チームは、この問題の解決に挑みました。

グラフェンナノセンサーの革新的技術

開発されたウイルス検出IoTバイオセンサーの核となるのは、半導体MEMS（Micro-

Electro-Mechanical Systems）技術を用いて作製されたグラフェンナノセンサーです。こ
のセンサーは、以下の独自の検出原理に基づいています。

原子単層振動の利用：グラフェン膜の原子レベルでの微細な振動を検出します。ウイ
ルス粒子がグラフェン膜に吸着すると、その振動周波数と振動振幅（または電気抵
抗）が変化します。

マルチモーダル検出：振動周波数変化と振動振幅変化（または電気抵抗変化）の二つ
の物理量を同時に計測することで、吸着した物質の総質量だけでなく、その粒子個数
も高精度に推定します。これにより、従来のセンサーでは困難だった、夾雑物とター
ゲットウイルスの識別を可能にしました。

研究チームは、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）を対象とした実験で、高濃度夾雑
物環境下の唾液サンプルでも、標的ウイルスを特異的にかつ高感度（ゼプトグラムレベ
ルの質量検出）に検出できることを実証しました。



臨床的価値と今後の展望

この革新的なバイオセンサー技術は、感染症診断に大きな変革をもたらす可能性を秘め
ています。数ミリ角の小型チップで構成されるため、将来的に家庭用IoTバイオセンサ
ーとしての普及が期待されます。自宅での高精度なウイルス早期検出は、感染拡大の抑
制に貢献し、医療機関への負担を軽減します。また、遠隔医療や個別化された健康管理
プラットフォームとの連携により、公衆衛生と個人のQOL向上に寄与するでしょう。今
後の課題としては、量産技術の確立、さらなる臨床試験、および法規制への適合が挙げ
られますが、次世代の診断プラットフォームとしての産業的価値は極めて高いと評価さ
れています。

元記事: https://www.dempa-times.co.jp/administration/49535/

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dempa-times.co.jp/administration/49535/


RNAとDNAキメラアプタマーによる分子認識調節の発
見：バイオセンサー・分子標的薬開発へ新基盤

概要

千葉工業大学を代表とする共同研究チームは、RNAとDNAを組み合わせることで核酸
アプタマーの分子認識能力を調節できることを発見した。この研究は、アプタマーの
柔軟性が標的タンパク質への結合様式に影響を与えることを示し、RNAとDNAの比率

によってその結合特性を精密に制御できることを実証した。この成果は、より高機能
な分子標的薬やバイオセンサー開発のための新たな核酸材料設計指針を提供するもの
である。

公開日 2026年05月15日  千葉工業大学 (PR Times経由)  日本



詳細

背景とアプタマー技術の重要性

核酸アプタマーは、特定の分子に特異的に結合するDNAやRNAの人工的な核酸分子であ
り、抗体に代わる分子認識材料として、医療診断、分子標的薬、バイオセンサーなど幅
広い分野での応用が期待されています。しかし、アプタマーの分子認識機構をより深く
理解し、その結合特性を自由に設計する技術はまだ発展途上にありました。千葉工業大
学を中心とした共同研究チームは、この基礎的な課題に挑みました。

RNAとDNAのキメラアプタマーによる分子認識制御のメカニズム

この共同研究チームは、RNAとDNAの両方の特徴を併せ持つ「キメラアプタマー」に着
目し、その分子認識メカニズムを詳細に解析しました。研究の結果、RNAとDNAの組み
合わせがアプタマー全体の「柔らかさ」（構造的なゆらぎ）に影響を与え、この柔らか
さが標的タンパク質への結合様式、すなわち分子認識に大きく寄与することを明らかに
しました。具体的には、RNA領域とDNA領域の比率や配置を調整することで、アプタマ
ーの構造的な柔軟性を意図的に制御し、標的分子に対する結合親和性や特異性を設計で
きることを実証しました。

この研究の詳細は、2026年4月17日付で米国化学会発行の学術雑誌「ACS Chemical
Biology」に掲載され、その学術的貢献が高く評価されています。

応用分野と今後の展望

今回の発見は、核酸アプタマーを基盤とした次世代の分子認識材料設計に新たな分子基
盤を確立するものです。これにより、以下のような応用分野で大きな進展が期待されま
す。

分子標的薬の開発：特定の疾患関連タンパク質に高特異的に結合するアプタマーを設
計することで、副作用の少ない効果的な薬剤開発が可能になります。

高感度バイオセンサー：特定の病気マーカーや環境汚染物質を、より正確かつ高感度
で検出できるアプタマーセンサーの開発が加速します。

基礎生命科学研究：アプタマーと標的分子の相互作用に関する深い理解は、生命現象
の解明にも貢献します。



今後、この基礎研究の成果を、実際の医療診断デバイスや医薬品に応用するためのさら
なる研究開発と大規模な検証が必要となりますが、個別化医療や環境モニタリング分野
における革新的なソリューション創出への道を開く重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000099.000042635.html

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000099.000042635.html


韓国生命工学研究院、タンパク質-薬物結合を原子レベル
で解析する超精密ナノポアセンサーを開発

概要

韓国生命工学研究院（KRIBB）のチームが、タンパク質と薬物の結合状態を原子レベル
で直接観察・分析できる超精密ナノポアセンサーを開発した。このセンサーは、ナノ
メートルサイズの微細な穴をタンパク質が通過する際の電気信号変化を検知し、質量

差わずか2.5ダルトンという極めて類似した薬物をも識別可能。無標識・単一分子レベ
ルでの迅速分析を実現し、新薬開発や精密医療の効率化に貢献すると期待される。

公開日 2026年05月11日  電子新聞 (韓国)  韓国



詳細

新薬開発と精密医療における課題

新薬開発のプロセスにおいて、候補薬が標的タンパク質にどのように結合するかを正確
に理解することは極めて重要です。しかし、既存の技術では、この結合の微細な違いを
原子レベルで詳細に分析することが困難であり、特に質量が非常に近い薬物分子の識別
には限界がありました。このため、薬物スクリーニングの効率性や精密医療の実現にお
いて、より高解像度かつ高感度な分析技術が求められていました。

韓国生命工学研究院の超精密ナノポアセンサー技術

韓国生命工学研究院（KRIBB）AIバイオ医薬研究所の共同研究チームは、この難題を解
決するため、画期的な超精密ナノポアセンサー技術を開発しました。この技術は以下の
特徴を持ちます。

ナノポアセンシング：数ナノメートルサイズの微細な穴（ナノポア）をタンパク質が
通過または滞留する際に生じる、わずかな電気信号の変化を検出します。この電気信
号の変化は、タンパク質と結合した薬物の種類や結合状態によって固有のパターンを
示します。

多重パラメータ分析：薬物分子の位置変化、動き、そして電流信号パターンを総合的
に分析することで、非常に高い解像度を実現しました。これにより、質量差がわずか
2.5ダルトンという極めて類似した薬物分子であっても、完璧に識別できることが
BRD4タンパク質と抗がん剤を用いた実験で実証されました。

この解像度は従来のナノポア技術の数十倍に達し、無標識かつ単一分子レベルでの迅速
な分析を可能にします。



医療・産業への影響と今後の展望

この超精密ナノポアセンサーは、製薬産業における新薬開発に革命をもたらす可能性を
秘めています。高効率な新薬候補物質のスクリーニングを加速し、開発期間の短縮とコ
スト削減に大きく貢献するでしょう。また、精密医療の分野では、患者個々の遺伝的・
生体情報に基づいて最適な薬物を選択するための客観的なデータを提供し、薬効予測の
精度を向上させます。疾患診断においても、微量なバイオマーカーや薬物代謝産物の検
出を通じて、早期診断や治療モニタリングの精度を高めることが期待されます。今後の
課題は、この技術を大規模なスクリーニングシステムに統合し、実用化に向けた信頼性
と安定性のさらなる向上を図ることです。

元記事: https://www.etnews.com/20260511000050

収集日: 2026年05月15日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.etnews.com/20260511000050


産総研、機械学習と蛍光ポリマーで培地の品質を評価する
新技術を開発：バイオものづくりを革新

概要

産業技術総合研究所（AIST）は、バイオものづくりにおける培地や培養補助剤の品質
を、複数の蛍光ポリマーと機械学習を組み合わせた「ケミカルタン」センサーで評価
する新技術を開発した。この技術は、培地成分の微細な違いや劣化状態を蛍光パター

ンとして高精度に識別でき、培養トラブルを未然に防ぐことで、医薬品や再生医療製
品の品質向上に貢献する。

公開日 2026年05月13日  国立研究開発法人産業技術総合研究所 (AIST)  日本



詳細

バイオものづくりにおける培地品質管理の重要性

医薬品、再生医療製品、機能性素材など、細胞や微生物を用いる「バイオものづくり」
において、培養プロセスはその品質と生産効率を左右する最も重要な要素の一つです。
この培養の基盤となる培地や培養補助剤の品質は、細胞の生育や目的物質の生産に直接
影響を与えるため、厳格な品質管理が求められます。しかし、培地組成の微細な違いや
ロット間のばらつき、あるいは培養前の劣化状態を、従来の分析法で簡便かつ迅速に評
価することは困難でした。

AISTが開発した「ケミカルタン」センサー技術

産業技術総合研究所（AIST）の研究チームは、この課題を解決するため、革新的な培地
品質評価技術を開発しました。その核心は、以下の要素技術を組み合わせた「ケミカル
タン」センサーにあります。

複数の蛍光ポリマー：様々な種類の蛍光ポリマーを用い、それぞれが培地中の異なる
成分やその組み合わせに対して独自の蛍光応答を示します。特に「凝集誘起発光
（AIE）」特性を持つポリマーを導入することで、溶液中の分子状態の変化をより感
度良く検出できます。

蛍光パターンと機械学習：複数の蛍光ポリマーから得られる複合的な蛍光応答パター
ンを、機械学習アルゴリズムを用いて解析します。これにより、培地の個別の成分を
詳細に分析するのではなく、培地全体の「化学的指紋」としてその品質や状態を統合
的に、かつ高精度に識別することが可能となります。

この技術により、従来見過ごされがちであった培地組成の微細な違いや経時的な変化
を、迅速かつ簡便に検出できるようになりました。



産業応用と今後の展望

この新技術は、バイオものづくりにおける品質管理の劇的な改善をもたらします。培養
前の培地品質を正確に評価することで、培養トラブルを未然に防ぎ、製品の生産安定性
と品質均一性を大幅に向上させることが可能です。これは、医薬品の安定供給や再生医
療製品の安全性確保に直結する重要な進歩です。AISTは今後、この技術をより簡便で可
搬性の高い検出装置と統合し、実際の製造現場でのリアルタイム品質管理システムとし
ての利用を目指しています。さらには、多様な培地や培養補助剤への適用範囲を拡大す
るための検証も進められる予定であり、持続可能なバイオものづくり産業の発展を強力
に支える基盤技術となることが期待されます。

元記事: https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2026/pr20260513/pr20260513.html
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